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日
本
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協

会
は
２
０
２
０
年

12
月
14
日
、
第
66

回
教
育
講
習
会
を

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
た
。
講

師
に
は
住
友
生
命

の
診
査
医
長
で
あ

る
坂
田
瞳
氏
を
招

き
「
公
衆
衛
生
の

視
点
か
ら
み
た
感

染
症
流
行
対
策
」

に
つ
い
て
講
習
を
行
っ

た
。

　
内
容
は
大
き
く
分
け

て
、
①
公
衆
衛
生
・
疫
学

に
つ
い
て
②
行
政
の
仕
事

・
役
割
③
感
染
拡
大
防
止

策
―
の
三
つ
。
ま
ず
初
め

に
「
公
衆
衛
生
」
と
「
疫

学
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
変
遷
と
い
う
歴
史
的

な
観
点
に
加
え
、
水
俣
病

や
生
活
習
慣
病
と
い
っ
た

具
体
的
研
究
内
容
の
解
説

が
あ
っ
た
。
「
疫
学
」
は

公
衆
衛
生
や
予
防
医
学
の

み
な
ら
ず
、
根
拠
に
基
づ

く
医
療
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
）
の
エ

ビ
デ
ン
ス
と
し
て
医
学
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
学

問
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
疫
学
研
究

に
お
い
て
の
留
意
点
は
、

①
仮
説
・
研
究
デ
ザ
イ
ン

が
正
確
と
は
限
ら
な
い
②

バ
イ
ア
ス
（
偏
り
）
が
含

ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る

③
政
策
に
応
用
す
る
に
は

時
間
が
か
か
る
―
の
３
点

と
し
た
。

　
次
に
行
政
の
仕
事
・
役

割
に
関
し
て
解
説
し
た
。

行
政
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
流
行
し
て
か
ら
は

感
染
症
対
策
に
注
力
し
て

い
る
が
、
平
時
は
「
栄

養
」
「
予
防
接
種
事
業
」

「
地
域
医
療
構
想
」
「
環

境
衛
生
」
な
ど
幅
広
い
業

務
を
執
り
行
っ
て
い
る
と

い
う
。
感
染

症
に
つ
い

て
、
普
段
は

「
感
染
症
発

生
動
向
調

査
」
を
行
っ

て
い
る
が
、

感
染
症
に
よ

る
健
康
危
機

の
発
生
が
予

見
さ
れ
る
場

合
は
「
積
極
的
疫
学
調

査
」
を
行
い
、
疾
病
の
全

体
像
や
特
徴
を
把
握
・
解

明
す
る
こ
と
で
感
染
症
の

拡
大
防
止
に
尽
力
し
て
い

る
と
し
た
。
ま
た
、
日
本

独
自
の
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法

で
は
あ
る
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
第
一
波
の
感
染
拡
大

を
防
い
だ
要
因
の
一
つ
と

し
て
「
感
染
源
調
査
（
さ

か
の
ぼ
り
調
査
）
」
が
非

常
に
有
効
だ
っ
た
と
述
べ

る
専
門
家
が
い
る
反
面
、

対
象
者
の
数
が
多
く
な
る

と
対
応
で
き
な
い
脆
弱
性

を
は
ら
む
点
の
指
摘
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が

遅
れ
た
原
因
と
し
て
、
当

初
、
受
け
入
れ
可
能
な
病

院
が
全
国
に
約
４
０
０
カ

所
弱
で
、
「
場
所
・
設
備

・
医
師
」
が
限
ら
れ
た
中

で
の
対
応
だ
っ
た
こ
と
が

医
療
機
関
の
逼
迫
に
つ
な

が
っ
た
と
の
分
析
が
あ
っ

た
。

　
次
に
、
感
染
拡
大
防
止

に
向
け
何
が
で
き
る
か
に

つ
い
て
、
坂
田
氏
は
具
体

的
な
感
染
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
方
程
式
を
用
い
て
解

説
し
た
。
感
染
総
数
を
減

ら
す
た
め
に
は
方
程
式
を

因
数
分
解
し
、
そ
の
各
要

素
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
の
中
で
最
も
有

効
な
対
抗
策
は
「
不
要
不

急
の
外
出
の
自
粛
や
密
の

回
避
」
や
「
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
の
消
毒
」
と
い
っ

た
基
本
的
な
こ
と
だ
と
い

う
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
ば
か
り

目
が
行
く
が
、
コ
ロ
ナ
の

裏
に
潜
む
自
殺
者
数
の
増

加
と
い
っ
た
精
神
保
健
の

問
題
も
公
衆
衛
生
の
観
点

か
ら
は
見
逃
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。

　
最
後
の
ま
と
め
に
は

「
医
療
従
事
者
に
加
え
て

公
衆
衛
生
従
事
者
へ
の
感

謝
の
重
要
性
」
「
未
来
の

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の

一
人
ひ
と
り
の
行
動
変

容
」
「
自
助
・
共
助
の
意

識
向
上
」
と
い
っ
た
世
間

に
対
す
る
坂
田
氏
の
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
に
よ
る
感

染
者
数
増
加
の
有
無
」

「
ワ
ク
チ
ン
の
現
状
・
有

効
性
」
「
接
触
を
減
ら
し

て
い
く
中
で
の
共
助
の
在

り
方
」
と
い
っ
た
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
。
リ
モ
ー
ト

形
式
に
よ
る
講
義
だ
っ
た

が
、
質
疑
応
答
で
は
受
講

者
が
質
問
を
掲
示
板
に
書

き
込
み
、
講
師
が
回
答
す

る
と
い
っ
た
形
式
が
と
ら

れ
、
受
講
者
参
加
型
の
講

義
と
な
る
よ
う
な
工
夫
が

み
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
「
も
う
一
度
見

た
い
」
「
ラ
イ
ブ
配
信
を

見
逃
し
た
」
と
い
う
会
員

向
け
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
も
行
わ
れ
た
。

（
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